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都
農
業
会
議
と
農
業
委
員
会

地
区
協
議
会
・
連
合
会
は
「
第

61
回
東
京
都
農
業
委
員
会
・
農

業
者
大
会
」
を
令
和
２
年
２
月

20
日
（
木
）
、
午
後
１
時
よ
り

昭
島
市
の
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
ホ
ー

ル
（
昭
島
市
民
会
館
）
に
お
い

て
開
催
し
ま
す
。

　

大
会
で
は
「
東
京
農
業
の
確

立
に
関
す
る
要
望
」
や
「
都

市
農
業
振
興
と
農
地
保
全
に
関

す
る
要
望
」
、
「
農
業
委
員
会
活

動
の
積
極
的
推
進
に
関
す
る
決

議
」
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

　

ま
た
、
記
念
行
事
と
し
て
企

業
的
農
業
経
営
顕
彰
や
農
業
後

継
者
顕
彰
、
功
労
者
等
の
表
彰

式
を
行
い
ま
す
。

第
61
回
東
京
都
農
業
委
員
会
・
農
業
者
大
会
を
開
き
ま
す

　

都
内
の
新
規
就
農
者
等
で
組

織
す
る
東
京
Ｎ
Ｅ
Ｏ
ー
Ｆ
Ａ
Ｒ

Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
！
が
農
水
省
主
催
の

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の

宝
」
の
選
定
地
区
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

12
月
３
日
に
首
相
官
邸
で
認

定
証
交
付
式
が
、
翌
日
の
４
日

に
は
有
楽
町
駅
前
広
場
で
マ
ル

シ
ェ
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

あ
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

令
和
に
な
っ
て
は
じ
め
て
の
お

正
月
を
皆
様
ご
家
族
仲
良
く
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
は
地
方
公
共
団
体

の
執
行
機
関
と
し
て
そ
の
設
置
が

地
方
自
治
法
に
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
農
業
委
員
会
法
は
農
業
委
員

会
の
職
務
の
第
一
に
農
地
等
の
利

用
関
係
の
調
整
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
今
年
は
こ
の
農
業
委
員
会
法

の
５
年
ご
と
見
直
し
の
議
論
が
は

じ
ま
り
ま
す
。

　

昨
年
は
都
市
計
画
法
が
改
正
さ

れ
田
園
住
居
地
域
と
い
う
形
で
農

地
が
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

今
年
は
地
区
計
画
に
農
地
を
位
置

づ
け
る
制
度
の
創
設
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

 
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
や
ア
メ
リ
カ
か
ら

の
農
産
物
の
輸
入
が
こ
れ
か
ら
段

階
的
に
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
は
ま

す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
踏
み
と
ど
ま
っ
た

農
業
者
た
ち
は
強
者
ぞ
ろ
い
で

す
。
力
を
あ
わ
せ
て
今
年
も
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

有楽町駅前広場で開かれた選定地区の
マルシェに参加

青山会長

新
年
に
あ
た
っ
て（

一
社
）
東
京
都
農
業
会
議 

会
長　

青
山　

佾

第
22
回
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
in
し
ず
お
か

小
寺
正
明
氏
（
清
瀬
市
）
が
経
営
局
長
賞
を
受
賞

小寺氏は経営改善部門で経営局長賞を受賞
した

　

12
月
５
日
～
６

日
、
静
岡
県
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ア
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
グ
ラ
ン
シ
ッ

プ
で
「
深
め
よ
う
！

農
の
キ
ズ
ナ
高
め
合

お
う
ふ
じ
の
く
に
か
ら
～
日
本
の

未
来
の
た
め
に
～
」
を
テ
ー
マ
に

第
22
回
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ

ト
in
し
ず
お
か
が
開
か
れ
、
全
国

か
ら
２
０
０
０
人
以
上
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
全
国
優
良
経
営

東
京
Ｎ
Ｅ
Ｏ-

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
！
が

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝
の
選
定
地
区
に

　

都
農
業
会
議
は
、
11
月
18
日
に

農
業
委
員
会
長
・
区
市
町
村
主
管

課
長
お
よ
び
学
識
経
験
者
・
農
業

団
体
会
員
82
人
の
出
席
を
得
て
、

第
２
回
事
業
推
進
協
議
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

協
議
で
は
、
令
和
２
年
度
農
業

会
議
事
業
・
予
算
の
構
想
お
よ
び

会
費
額
な
ど
を
説
明
し
、
来
年
度

令
和
２
年
度
の
事
業
・
予
算
の
構
想
な
ど
を
協
議

令
和
元
年
度
第
２
回
事
業
推
進
協
議
会

も
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 

更
に
、
農
業
委
員
会
活
動
と
農

地
制
度
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
す

る
と
と
も
に
、
農
業
経
営
者
の
支

援
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
等
の
綱
紀
粛

正
に
つ
い
て
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

体
表
彰
で
は
、
清
瀬
市
の
小
寺

正
明
氏
が
経
営
改
善
部
門
で
経

営
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

経
営
規
模
の
拡
大
、
雇
用
の
活

用
、
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得

な
ど
持
続
可
能
な
農
業
を
実
践

す
る
姿
勢
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

東
京
都
農
業
会
議
情
報

第
３
７
４
号　

令
和
2
年
1
月

渋
谷
区
代
々
木
２
―
10
―
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
３
―
３
３
７
０
―
７
１
４
５

編
集
及
び
発
行 　（
一
社
）東
京
都
農
業
会
議
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第
８
回
常
設
審
議
委
員
会

 
 

11
月
18
日
Ｊ
Ａ
東
京
南
新
宿

ビ
ル
会
議
室
に
て
事
業
推
進
協

議
会
終
了
後
に
開
催
。

報
告

　

①
経
過
報
告
②
10
月
の
農
地

法
第
４
条
・
第
５
条
の
農
地
転
用

許
可
状
況
を
東
京
都
か
ら
報
告
。

協
議

　

①
第
59
回
企
業
的
農
業
経
営

顕
彰
事
業
受
賞
者
の
決
定
②
第

39
回
農
業
後
継
者
顕
彰
事
業
受

賞
者
の
決
定
③
令
和
元
年
台
風

等
災
害
義
援
金
の
対
応
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

第
９
回
常
設
審
議
委
員
会

　

12
月
17
日
Ｊ
Ａ
東
京
南
新
宿

ビ
ル
会
議
室
で
開
催
。

報
告

　

①
経
過
報
告
②
農
地
中
間
管

理
権
の
取
得
と
農
地
利
用
配
分

計
画
に
よ
る
使
用
収
益
権
の
設

定
状
況
を
報
告
。

協
議

 
 

①
第
61
回
東
京
都
農
業
委
員

会
・
農
業
者
大
会
開
催
要
領
の

決
定
②
第
46
回
農
業
委
員
会
等

功
労
者
表
彰
受
賞
者
の
決
定
③

農
地
管
理
・
流
動
化
推
進
月
間

の
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

常

設

審

議

委

員

会

だ

よ

り

　

11
月
28
日
、
（
一
社
）
全
国
農

業
会
議
所
（
二
田
孝
治
会
長
）

の
主
催
に
よ
り
、
全
国
農
業
委

員
会
会
長
代
表
者
集
会
が
港
区

の
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
に
お
い

て
開
か
れ
ま
し
た
。
東
京
か
ら

は
19
区
市
町
の
農
業
委
員
会
長

ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
人
・
農
地
プ

ラ
ン
に
よ
る
合
意
形
成
な
ど
を

テ
ー
マ
に
三
つ
の
農
業
委
員
会

か
ら
の
事
例
報
告
や
講
演
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
「
地
域
の
農
地
を

活
か
し
、
担
い
手
を
応
援
す
る

全
国
運
動
」
の
申
し
合
わ
せ
が

決
議
さ
れ
ま
し
た
。

農
地
流
動
化
の
取
り
組
み
な
ど
を
現
地
研
究

農
地
流
動
化
・
利
用
集
積
現
地
研
究
会

全
国
運
動
に
向
け
て
決
議

東
京
選
出
の
国
会
議
員
と
意
見
交
換
を
実
施

全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者
集
会

　

ま
た
第
二
部
で
は
「
新
た
な

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画

の
策
定
等
に
向
け
た
要
請
」
が

決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
の
終
了
後
、
東
京
の
参

加
者
は
衆
議
院
議
員
会
館
に
移

動
し
、
東
京
都
内
選
出
の
国
会

議
員
と
の
意
見
交
換
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
と
し
て
市
街
化
区
域

内
農
地
を
保
全
す
る
た
め
の
新

た
な
地
区
計
画
制
度
の
創
設
が

と
り
あ
げ
ら
れ
、
市
街
化
区
域

を
持
つ
区
市
の
農
業
委
員
会
長

か
ら
は
小
規
模
な
エ
リ
ア
で
指

定
で
き
る
制
度
を
求
め
る
声
が

　

そ
の
後
、
町
田
市
の
新
規
就
農

者
の
渡
辺
恒
雄
氏
の
経
営
と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
た
が
や
す
の
援
農
活
動
に

つ
い
て
現
地
研
究
し
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
、
12
月
18
日
に

農
地
流
動
化
・
利
用
集
積
現
地
研

究
会
を
町
田
市
に
て
開
き
、
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
な
ど
約
30
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

最
初
に
本
会
か
ら
都
内
の
市
街

化
区
域
以
外
に
お
け
る
農
地
の
貸

し
借
り
の
状
況
や
昨
年
改
正
さ
れ

た
農
地
中
間
管
理
事
業
法
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
町
田
市
農
業
委
員
会
（
吉

川
庄
衛
会
長
）
か
ら
、
同
市
の
農

地
流
動
化
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

国会議員との意見交換を実施した

町田市の事業を活用して新規就農した
渡辺恒雄氏（中央）

あ
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
都
市
農
地
貸
借

円
滑
化
法
を
活
用
し
て
都
市
農

地
の
保
全
に
つ
な
げ
る
取
組
の

必
要
性
な
ど
、
幅
広
い
テ
ー
マ

に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

次
年
度
に
向
け
た
農
業
委
員
会
活
動
を
報
告

農
業
委
員
会
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

報
告
の
概
要
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

杉
並
区
お
よ
び
東
久
留
米
市
：

　

農
地
利
用
状
況
調
査
の
効
果
的

な
実
施
に
つ
い
て

足
立
区
：

　

千
住
ネ
ギ
の
栽
培
を
通
し
た
食

育
活
動
に
つ
い
て

あ
き
る
野
市
お
よ
び
日
の
出
町
：

　

新
規
就
農
者
の
受
入
状
況
や
支

援
活
動
な
ど
に
つ
い
て

町
田
市
：

　

生
産
緑
地
の
追
加
指
定
や
市
街

　

都
農
業
会
議
は
11
月
29
日
に
府

中
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
、

農
業
委
員
会
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
き
、
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
な
ど
約

２
６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
３
年
間

の
活
動
を
次
期
の
農
業
委
員
会
活

動
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に

開
催
し
、
青
山
佾
会
長
が
挨
拶
し

た
あ
と
、
本
会
か
ら
趣
旨
を
説
明

し
、
そ
の
後
８
委
員
会
か
ら
活
動

の
報
告
を
し
ま
し
た
。

町田市の活動について報告する吉川
農委会長

化
調
整
区
域
の
貸
借
の
推
進
、
農

政
対
策
な
ど
農
業
委
員
会
活
動
全

般
に
つ
い
て

三
鷹
市
お
よ
び
東
大
和
市
：

　

認
定
農
業
者
の
組
織
化
や
担
い

手
支
援
な
ど
に
つ
い
て
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法
人
経
営
と
農
福
連
携
を
研
究

農
業
経
営
の
法
人
化
と
農
地
の
貸
借
・
雇
用
の
活
用
研
究
会

携
を
テ
ー
マ
に
、
八
王
子
市
に
農

業
参
入
を
し
た
（
株
）
ア
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
ユ
ギ
の
大
神
辰
裕
代
表

取
締
役
（
11
月
26
日
）
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
あ
る
が
の
神
谷
直
樹
氏
（
12

月
19
日
）
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
話
し
を
聞
い
た

後
、
現
地
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
両
日
、
「
法
人
経
営
に
お

け
る
農
福
連
携
の
導
入
に
つ
い

て
」
農
林
水
産
省
都
市
農
村
交
流

課
の
直
秀
一
郎
氏
に
よ
る
講
演
会

も
開
き
、
実
際
に
農
福
連
携
に
取

り
組
む
際
に
必
要
と
な
る
対
策
や

注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
究
会
に
参
加
し
た
農
業
者
か

ら
は
、
「
農
福
連
携
の
導
入
を
検

　

都
農
業
会
議
で
は
、
11
月
26
日

と
12
月
19
日
の
両
日
に
「
農
業
経

営
の
法
人
化
と
農
地
の
貸
借
・
雇

用
の
活
用
研
究
会
」
を
八
王
子
市

で
開
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
法
人
経
営
と
農
福
連

ＮＰＯ法人「あるが」の取り組みについて説明
する神谷直樹氏

討
し
て
お
り
、
今
回
の
事
例
を
聞

い
て
取
り
組
み
の
重
要
性
を
再
認

識
し
た
。
農
福
連
携
の
取
り
組
み

が
農
地
を
残
す
こ
と
に
も
つ
な
が

る
と
感
じ
た
」
と
今
後
、
さ
ら
な

る
農
福
連
携
の
推
進
を
期
待
す
る

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

㈱アンドファームユギの作業場で説明を  
行う大神辰裕氏

農
業
者
年
金
制
度
を
研
究

農
業
者
年
金
制
度
推
進
研
究
会

ト
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
定
社
会
保
険
労
務
士

の
藤
本
紀
美
香
氏
よ
り
、
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
で
話
題
の
国
民
年
金
や
厚

生
年
金
の
情
勢
に
つ
い
て
情
報
提

供
が
あ
っ
た
ほ
か
、
独
立
行
政
法

人
農
業
者
年
金
基
金
の
西
惠
正
理

事
長
よ
り
「
東
京
の
農
業
者
こ
そ
、

農
業
者
年
金
を
も
っ
と
活
用
す
べ

き
」
と
制
度
の
普
及
推
進
の
重
要

性
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
、
11
月
20
日
に

農
業
者
年
金
制
度
推
進
研
究
会
を

開
き
、
農
業
委
員
会
・
Ｊ
Ａ
職
員
、

加
入
推
進
員
（
農
業
委
員
）
な
ど

28
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

税
理
士
で
弁
護
士
、
公
認
会
計

士
で
あ
る
本
木
賢
太
郎
氏
の
講
演

で
は
、
確
定
申
告
の
各
種
控
除
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
農
業
者

年
金
の
保
険
料
が
全
額
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
扱
わ
れ
る
メ
リ
ッ

横
浜
市
で
女
性
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
開
く

都
農
業
会
議
・
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
共
催

農
業
者
・
松
本
こ
ず
え
氏
の
ほ

場
と
、
保
土
ケ
谷
区
で
自
営
の

直
売
所
を
経
営
し
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
野
菜
の
販
売
に
力
を
入
れ
て

い
る
苅
部
博
之
氏
の
ほ
場
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
横
浜
の
取
り

組
み
や
若
手
女
性
農
業
者
組
織

「
農
娘
会
」
の
活
動
に
つ
い
て
話

し
を
聞
い
た
ほ
か
、
松
本
氏
や

苅
部
氏
の
野
菜
を
取
り
扱
う
「
野

菜
レ
ス
ト
ラ
ンs

a
i
t
o

」
で
昼

　

都
農
業
会
議
と
都
農
業
経
営

者
ク
ラ
ブ
（
眞
利
子
伊
知
郎
会

長
）
は
12
月
13
日
に
「
横
浜
市

の
地
産
地
消
」
を
テ
ー
マ
に
女

性
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、

女
性
農
業
者
な
ど
20
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

港
北
区
で
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
農
地
を
母
親
と
２
人
で
耕
作

し
、
１
０
０
種
類
ほ
ど
の
野
菜

を
生
産
、
直
売
所
や
ホ
テ
ル
の

レ
ス
ト
ラ
ン
に
出
荷
す
る
女
性

　

こ
の
た
び
都
内
の
消
費
者
を
対

象
と
す
る
農
業
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー

が
三
鷹
市
内
で
実
施
さ
れ
、
募
集

に
応
募
し
た
35
人
の
消
費
者
と
関

係
者
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

（
眞
利
子
伊
知
郎
会
長
）
と
都
農

業
会
議
、
東
京
都
消
費
者
月
間
実

行
委
員
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、

三
鷹
市
農
業
委
員
会
と
同
市
の
認

定
農
業
者
連
絡
会
の
協
力
を
得
て

実
施
し
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
海
老
澤
誠
一
さ
ん
、

一
晃
さ
ん
親
子
の
花
き
生
産
、
Ｊ

Ａ
東
京
む
さ
し
三
鷹
緑
化
セ
ン

タ
ー
、
三
鷹
フ
ァ
ー
ム
の
農
場
、

三
鷹
市
で
消
費
者
を
対
象
と
し
た
農
業
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー
開
く

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

東
京
都
消
費
者
月
間
実
行
委
員
会

伊
藤
紀
幸
氏
の
野
菜
生
産
な
ど
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

見
学
後
は
室
内
に
移
動
し
て
三

鷹
市
の
農
家
を
交
え
た
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

伊藤紀幸氏の野菜畑を見学する
施設ハーブの栽培について説明する松本
こずえ氏

食
を
と
り
、
齊
藤
良
治
シ
ェ
フ

か
ら
「
美
味
し
い
野
菜
料
理
で
、

横
浜
の
農
業
を
応
援
す
る
」
取

り
組
み
に
つ
い
て
話
し
を
伺
い

ま
し
た
。
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食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
開
く都

農
業
会
議
・
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
・

都

消

費

者

月

間

実

行

委

員

会

な

ど

都
市
農
業
を
世
界
に
発
信

世
界
都
市
農
業
サ
ミ
ッ
ト
in
練
馬

茨
城
県
で｢

島
し
ょ
農
業
振
興
現
地
研
修
会｣

を
実
施

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会

２
月
～
３
月
の
日
程

２
・
３ 

㈪ 

農
委
会
活
動
研
究
会

２
・
６ 

㈭ 

組
織
・
活
動
検
討
会

２
・
14 

㈮ 

理
事
会

２
・
14 

㈮ 

常
設
審
議
委
員
会

２
・
14 

㈮ 

大
会
運
営
委
員
会

２
・
20 

㈭ 

第
61
回
農
委
会
大
会

３
・
６ 

㈮ 

主
任
職
員
協
議
会

３
・
６ 

㈮ 

都
職
研
役
員
会

３
・
17 

㈫ 

通
常
総
会

３
・
17 

㈫ 

常
設
審
議
委
員
会

　

都
農
業
会
議
と
東
京
都
農
業
経

営
者
ク
ラ
ブ
（
眞
利
子
伊
知
郎
会

長
）
は
12
月
５
日
、
中
野
サ
ン
プ

ラ
ザ
に
お
い
て
東
京
都
消
費
者
月

間
実
行
委
員
会
な
ら
び
に
（
公
財
）

東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団
と
の

共
催
に
よ
り
「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
き
ま
し
た
。

　

都
内
の
農
業
者
と
消
費
者
が
交

流
し
な
が
ら
共
に
学
ぶ
場
を
つ
く

ろ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
あ

わ
せ
て
１
１
５
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

前
半
は
神
保
佳
永
氏
（
イ
タ
リ

ア
料
理
シ
ェ
フ
・
食
育
活
動
家
）

を
講
師
に
迎
え
「
全
て
は
畑
に
あ

り　

野
菜
は
五
感
で
味
わ
う
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

神
保
氏
は
自
ら
が
食
育
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い

て
紹
介
し
な
が
ら
「
子
供
た
ち
は

畑
や
田
ん
ぼ
に
入
る
と
表
情
が
変

わ
る
。
本
物
に
触
れ
る
こ
と
は
五

感
を
養
う
こ
と
に
つ
な
が
り
、
食

の
あ
り
が
た
み
も
わ
か
る
」
と
話

に
し
売
上
げ
を
６
倍
に
し
ま
し
た
。

　

他
に
も
国
の
研
究
資
料
を
見
学

で
き
る｢

食
の
農
の
科
学
館｣

、

第
３
回
直
売
所
甲
子
園
で
優
勝
し

た｢

み
ず
ほ
の
村｣

を
見
学
し
ま

し
た
。

　

11
月
29
日
か
ら
12
月
１
日
ま

で
、
世
界
都
市
農
業
サ
ミ
ッ
ト
（
主

催
練
馬
区
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
、
ソ
ウ
ル
、
ト
ロ
ン

ト
の
５
都
市
か
ら
農
業
者
、
研
究

者
、
農
政
担
当
者
な
ど
を
招
聘
。

３
つ
の
分
科
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
練
馬
区
お
よ
び
各
都
市
が
現
情

と
取
組
を
報
告
。
都
市
農
業
の
魅

し
ま
し
た
。

　

後
半
は
農
業
者
と
消
費
者
が 

同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
自
由
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

幅
広
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
賑
や

か
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
参
加
し

た
消
費
者
か
ら
は
「
農
業
者
と
率

直
に
話
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と

い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会

（
沖
山
慶
孝
会
長
）
で
は
、
毎
年

｢

島
し
ょ
農
業
振
興
現
地
研
修
会

｣

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進
事
業
も
一
部
活
用
し
て
12
月
２

日
か
ら
３
日
に
か
け
て
、
茨
城
県

内
の
取
組
を
研
修
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
ア
グ

リ
フ
ァ
ー
ム
で
農
協
出
資
型
農
業

経
営
法
人
の
経
営
に
つ
い
て
研
修

し
、
ほ
場
管
理
の
様
子
や
獣
害
対

応
な
ど
に
つ
い
て
研
究
し
ま
し
た
。

　

次
の
日
は
、
平
成
29
年
度
天

皇
杯
を
受
賞
し
た
Ｊ
Ａ
な
め
が

た
し
お
さ
い
甘
藷
部
会
連
絡
会

を
訪
ね
ま
し
た
。
焼
き
芋
に
特
化

し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
販
売
で
年
間

１
８
０
０
０
ト
ン
を
出
荷
し
、
平

成
元
年
以
降
、
出
荷
量
を
２
・
５
倍

食育の取組について話す神保佳永氏

サツマイモを貯蔵する倉庫を見学する

挨拶をする加藤義松理事長

力
や
多
様
な
機
能
、
果
た
し
て
い

る
役
割
な
ど
に
つ
い
て
、
熱
心
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
様
態
は

違
っ
て
も
、
都
市
に
農
地
・
農
業

は
必
要
で
あ
り
、
そ
の
貢
献
と
可

能
性
は
共
通
す
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
マ
ル
シ
ェ
や
交
流

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

「
農
あ
る
暮
ら
し
、は
じ
め
ま
せ
ん
か
？
」
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
開
く

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
農
業
体
験
農
園
協
会

　

全
国
農
業
体
験
農
園
協
会
（
加

藤
義
松
理
事
長
・
事
務
局
＝

農
業
会
議
）
は
12
月
７
日
に
消

費
者
向
け
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
「
農

あ
る
暮
ら
し
、
は
じ
め
ま
せ
ん

か
？
」
（
協
賛
：
東
京
都
消
費
者

月
間
）
を
渋
谷
区
で
開
き
、
農

園
利
用
者
や
消
費
者
な
ど
50
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
東
京
大
学
講
師
の

飯
田
晶
子
氏
が
野
菜
の
「
お
す

そ
わ
け
」
に
つ
い
て
の
調
査
報

告
を
し
、
そ
の
後
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

フ
ー
ズ(

株)

代
表
取
締
役
丹

羽
真
清
氏
が
「
旬
の
野
菜
が
持

つ
栄
養
価
と
機
能
性
」
に
つ
い

て
講
演
し
ま
し
た
。

　

加
藤
理
事
長
と
練
馬
区
園
主
の

対
談
で
は
野
菜
づ
く
り
の
コ
ツ
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
興
味
深
い
話
で
参
考
に
な
っ

た
」
と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。




